
２０１７年５月１４日 主日礼拝    
 

司  会        ①村上洋兄    ②藤樫兄    ③岸兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三浦兄              ②石塚兄 

 

                                      賛  美  聖歌３５３番「世にも尊く清き文あり」 

              （たたえよ全能の神を）（聖霊様あなたを求めます） 

   使徒信条 

    

聖  書    ①②コリント人への第一の手紙１３章８～１３節  （Ｐ２７１） 
                      ③              ヨハネによる福音書４章２８～３８節  （Ｐ１４１） 
                                                                                                                                             

音  楽                                                  ①          坪井永城師  

       ②③荒谷ルカ姉  

証  詞                        ① ②新田愛姉（学生会） 

      

メッセージ   ①②「いつまでも残るもの・シリーズ２」          倉知契副牧師 

                                                 ③               「何もかも言いあてた人」                                                   大川従道牧師 

 

賛  美                    「まぶねの中に」（讃美歌１２１番・倉知姉愛唱歌） 献金 

頌  栄  「グロリア・インエクセルシスデオ！」（聖歌１３８番） アーメン 
                                                                    祝   祷                         

 

【大和ニュース】  

☆本日「母の日」。お母さんありがとう！全ての女性（母性愛）に敬意と感謝を！ 

・ 入門講座Ⅱ、手話、ナオミ会、モーセ会、Ｓ主任、ＪＰ、ＹＹタイム（森・１２：３０）。 

・ 祝！転入①福原姉（ドルカス会）②浅井貴兄（青年会）③竹内姉（青年会） 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！①水曜夜 ②木曜朝。説教は坪井師（証人・原田補教師） 

                           ③金曜夜は、「ベルサール高田馬場」の大会に合流。 

* 「東京ファイヤーカンファレンス」は、１９日（１８：００）、２０日（１４：００、１８：００）、 

  ２１日（１４：００、１８：００）、場所は「ベルサール高田馬場」（ＪＲ高田馬場駅徒歩

５分）。講師は、ダニエル・コレンダ師とトッド・ホワイト師。「救いといやしと聖霊の満た

し」の恵みの祭典。入場無料。予約はチラシをご覧下さい。 

☆倉知姉ご召天！前夜式は１５日１８：００。告別式は１６日１４：００。当教会にて。 
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石の枕  
  

 『一生感謝・３６５日』（ジョン・クゥアン著・小牧者出版）は、何百年も 

読み続けられ、読む人の毎日を幸せいっぱいにする名著である。以下一部紹介。 

 喜びだけでなく、悲しみにも感謝しよう。 

 成功だけでなく、失敗にも感謝しよう。 

 希望だけでなく、絶望にも感謝しよう。 

 持っているものだけでなく、持っていないものにも感謝しよう。 

 豊かな時だけでなく、足りない時にも感謝しよう。 

 勝利だけでなく、敗北にも感謝しよう。 

 健康だけでなく、病にも感謝しよう。 

 いのちだけでなく、死にも感謝しよう。 

 

 英国にスティフ・アッパー・リップという言葉がある。直訳すれば「堅い上 

唇」。つらい時にも感情を出さず、弱音を吐かないという文脈で使われる。 

なんと、英王室の王子ふたりが「上唇を自由にして苦しみを率直に語ろう」と 

呼びかけている。母のダイアナ元妃と死別してどれだけ苦しんだか赤裸々に語 

った。お母さんがパリで事故死した日、兄は１５歳、弟は１２歳だった。 

 これは、母の日を前にしての「天声人語」のコラムの一部である。英国では、 

３月か４月に祝うそうだが、思春期に母を失う傷の深さは変わるまい。胸の奥 

にしまい込まない。唇をかみしめすぎない。弱音を誰かに打ち明けてみよう。 

 私大川は、彼らに深い同情を持っている。もし彼らの担当牧師なら（８月に 

彼らの教会を訪れる予定ではあるが）、慰めを祈ると共に、このマイナスは 

必ず大きなプラスになることを伝え、「感謝すること」のすばらしさを教えたい。 

ステキなお母様であったこと。苦しみに耐えたこと。地雷原で働いたり、 

貧しい人への愛を示されたこと等々、数えれば限りないほど感謝であふれる 

でしょう。「主が良くしてくださったことを、なにひとつ忘れてはいけない」 

（詩篇１０３篇)。それが心の勝利に導くであろう。 

 今は亡き母であれ、好きになれない母であれ、神の偉大なる計画の中で、こ

の世に生を受けたこと。そのために、母親が用いられたこと。「母の日」に感謝を

することは、神様への感謝につながるであろう。ハレルヤ！主よ、感謝します！！ 

 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ヨハネ５章～７章  Ｂコース：列王紀下９章～歴代志上２章 


